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               論   文   の   要   旨 
 
教育が経済発展に果たす役割は，開発途上国だけではなく先進国も含めたすべての国々において，追
求され続けている社会的機能である．特に，開発途上国における貧困削減戦略は，世界銀行をはじめと
する国際援助機関における主要な政策課題として位置づけられている．たとえば，2000年に国連におい
て採択されたミレニアム開発目標（Millennium Development Goals：MDGs）においても，貧困削減にむ
けた体制の整備として，初等教育の普及促進や教育における男女格差解消等，教育分野におけるインフ
ラ整備が重要な戦略項目のひとつとして掲げられている．以上のような教育が経済発展に果たす役割と
その国際社会における重要性を背景として，本研究では，１）南アジア諸国の経済動向に対する初等教
育の貢献とその推移およびこれらと比較したパキスタン・イスラム共和国（以下，パキスタン）の取り
組みの位置づけを明らかにすること，２）パキスタンにおける家計の学校教育に対する期待形成と意思
決定の特徴を明らかにすることを目的とした． 
著者は，まず，南アジア諸国の経済動向に対する初等教育の貢献とその推移について整理している．
具体的に，世界銀行およびユネスコが公表した最近の統計によれば，南アジアにおける初等教育機会の
拡大は，過去15年間に観察された諸国の経済発展に貢献し，若年層の識字率の大幅向上をもたらしたこ
とがわかる．すなわち，経済発展による家計の経済水準の向上は，家族人員の健康状態を改善し，生活
の質を向上させたと考えられる．そして，このような生活の質の向上は，国家による教育インフラへの
投資とその充実と相まって，若年層の教育達成度を高めたと考えられる．つまり，南アジア諸国におけ
る顕著な経済発展と生活水準の向上，識字率の上昇が統計的に確認できる．他方，南アジア諸国におい
て最も生活改善の度合いが低位にあり，若年層の識字率が MDGsにおける目標値をはるかに下回ってい
るパキスタンにおいては，他国と同様に国際機関による多くの資金や融資を享受しているにも関わら
ず，初等教育の貢献度合いが低いという実態がある．つまり，パキスタンにおいては，初等教育機会の
拡大に対する政策的な取り組みが不足しているだけではなく，その効果的な実施にも問題が存在したと
考えられる． 
次に，著者は，パキスタンにおける家計の学校教育に対する期待形成と意思決定が子の教育に与える
影響について，個人面接形式の聞き取り調査による定性的接近により分析している．対象地域は，パキ
スタン国内において最も経済発展と生活水準が低位にあり，初等教育機会の充実が遅れている州のひと
つであるKhyber Pakhtunkhwa（カイバル・パクトゥンクワ州）である．具体的に，これらの聞き取り調
査からは，世帯の子が学校に通うことができないことと地域の極端な貧困問題が共存していることが確
認される．家計の収入状態の低位性は，それらの家計が子を学校に送り出すことができない最も重要な
問題のひとつであるといえる．しかも，家計によっては，子を集落内の就業機会や自家就業としての農
業分野に利用している場合も多いことが現状である．他方，不十分な施設整備や教員の能力不足等の教
育インフラの低位性もまた，初等教育機会の充実を阻害している重要な要因のひとつである． 
さらに，著者は，パキスタンにおける家計の学校教育に関する意思決定について，パキスタン社会生
活基本調査（Pakistan Social and Living Standards Measurement Survey）の個票を基礎データとし
た傾向スコアマッチング分析による定量的接近により分析している．具体的に，世帯主の年齢，教育水
準，世帯内労働者数，世帯内農業セクター労働者数，初等教育機関の立地条件，資産保有状況等の変数
の影響に関して，ロジスティック回帰モデルを用いた傾向スコアマッチング分析による因果推論を実施
した．その結果，学校教育機会の貢献としての識字率の向上効果を統計的に析出することはできなかっ
た．この背景には，定性的接近からも指摘された教育インフラの低位性，家計の貧困度合いの深刻さ，
加速する人口増加傾向等，様々な要因が考えられ，これらの議論の深化によるモデルの改善と拡張が残
された課題として整理された． 
以上のように，本研究の分析結果からは，南アジア諸国の経済動向に対する初等教育の貢献とその推
移を前提としたパキスタンの位置づけが明らかにされ，定性的・定量的な実態分析により同国が直面す
る教育政策の現状と課題が示された．これらの結果からは，政策的な介入による教育インフラの整備，
制度面の支援による教育環境の充実，家計の経済状況の改善による教育に対する意識変化等の必要性に
ついて，パキスタンの現状が南アジア諸国の中で最も厳しいものであることが実証的に指摘された．  
 
審   査   の   要   旨 
 
本研究では，南アジア諸国における学校教育の発展過程とその効果としての所得水準，識字率等の推
移をレビューすることによりその現状と課題を整理し，特に，パキスタンにおける不十分な教育インフ
ラとその結果としての教養水準の低位性を明らかにした．また，家計の学校教育に対する期待形成と意
思決定が子の教育に与える影響について，個人面接形式の聞き取り調査による定性的接近と，パキスタ
ン社会生活基本調査個票を用いた傾向スコアマッチング分析による定量的接近により明らかにした． 
本研究における実証分析では，独自に収集した１次データ・統計個票を基礎とした２次データにより
構成されるデータセットを丁寧に整理するなど，データの整備について適切な方法が採られていると判
断された．また，これらのデータの集計・分析作業も理論的に妥当であり，論旨の展開とその論証の過
程も適切に実行されていると評価された． 
平成29年１月25日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い，本論文について著者に説明を求め，関連事項について質疑応答を行った．その結果，審査委
員全員によって合格と判定された． 
よって，著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める． 
 
